
令和5年度

ヽ
知つてほしい。

いのちを守る赤十宇活動

県民の皆様には、赤十字事業の推進につきまして、日頃より格別のこ高配を賜り、心から厚くお礼申し上

げます。

日本赤十字社では、「人間を救うのは、人間だ。」というスローガンのもと、度重なる自然災害において、

発生当初より全社を挙げて救護活動や被災者支援などの人道活動を行つております。

本誌では、身近な奈良県支部の活動を知っていただくために事業内容をこ紹介します。

本誌でこ紹介しております赤十字活動はすべて、皆様お一人お一人からの「会費」「寄付金」
`、

そしてボラン

ティアの方々の活動によつて支えられております。

皆様の温かいこ理解。こ協力を賜りますよう心からお願い申し上げます。

欄日本赤十宇社 奈良県支部
〒630-8133
奈良市大安寺 1丁目23番 2号
丁EL:0742-61-5666
FAX:0742-61-5756
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キ中 Japanese Red Cross Society
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奈良県には赤十字病院がありませんが、地震。大雨などの自然災害に一刻も早く対応できる

よう、県内医療機関と委託契約を締結し、救護班編成をしておくとともに、必要となる救護資

機材の整備を行うなど、いざという時に備えています。

また、災害発生時には、速やかに被災地へ救護班を派遣し、救護活動を行うとともに、被災

された方々のために義援金募集 。救援物資の配布を行います。
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鰊蝙労漑珀夕《鱚鶉》骰儡贔骰狡颯霰鰈
委託先医療機関の救護班、日赤災害医療コーディネータ及び赤十字防災

ボランティアも協働して参加し、連携強化や知識の向上を図る訓練です。

令和5年度は兵庫県に近畿の赤十字支部・施設が参集し、実施予定です。
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奈良県が主催者となつて、県内の防災関係機関等が参加する訓練に、

奈良県支部の委託先から、救護班が参加します。
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大規模災害における災害救護活動を強化するため、必要な資機

材の整備を計画的に行つています。

(令和4年度～令和6年度 :3カ 年計画)

また、災害発生時に迅速に救護活動が実施できる体制を構築す

るため、企業・団体との災害時協定の締結にも取り組みます。

第4(近畿)ブロック合同災害救護訓練
(令和4年度は奈良県で開催)

奈良県防災総合訓練に

防災ボランティアも参力□
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・災害救援車

(トラック・ワンボックス)

・災害救援車 (地区分区配備)※
。蓄電池 (地区分区配備)※

・無線基地局整備

・AED本体 (地区分区配備)※
・オートショックAEDト レーナー
・蘇生法教育人体モデル

・気道確保モデル    など

※地区分区とは、各市町村のことです。

救援物資 (毛布) 災害救援車 (地区分区配備)

世界192の国と地域で組織されている赤十字は、赤十字国際委員会や国際赤十字・赤新月社連盟と連携を図り

ながら、国境、民族、そして宗教も超えて紛争、災害、貧困などで苦しむ人々を、支援をしています。

奈良県支部では、バングラデシユヘの保健医療支援を令和2年度から継続して行つています。また、海外で発生

している大規模災害や、紛争等に対して救援金の募集を行うとともに、毎年12月 には、「NHK海外たすけあい」
キャンペーンをNHK奈良放送局と共同で実施しており、県内各地で街頭募金活動を行い、世界を対象に支援を
行つています。

鰈陽塚繹瞑薇蟷浚鏃
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奈良県総合医療センター 奈良県西和医療センター 市立奈良病院

大和高田市立病院 南奈良総合医療センター 奈良県立医科大学附属病院
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「人間のいのちと健康、尊厳を守る」という、赤十字の使命に基づき、緊急時や災害時

に人命を救う方法や、健康で安全に暮らすための知識と技術を広めるため、次の講習を

実施しています。お問い合わせ。お申込みは、奈良県支部事業推進課までお願いします。

日常生活における事

故の防止に加え、心肺

蘇生法やAEDの使い方、

止血の仕方や、急病・

骨折などへの応急手当

について学べます。

子どもを大切に育て

るために、乳・幼児期

に起こりやすい事故の

予防、かかりやすい病

気の手当などについて

学べます。

救急法講習

水と親しみ、水の

事故から人命を守る

ため、泳ぎの基本と

事故防止、おばれた

人の救助方法などに

ついて学べます。

誰もが迎える高齢期

を、健やかに生きる

ために必要な健康増

進の知識や高齢者と

の接し方 。介護技術

などを学べます。

水上安全法講習

幼児安全法講習

地域コミュニティでの「自助」「共助」の力を高め、災害 (特

に地震、津波、大雨・土砂)からいのちを守り、身の安全を確
保するため、普段から準備するべきことを学べます。

健康生活支援講習

防災講習

減災のための対応など、知 りた被災した際に、避難所での生活支援の方法や、防災

い内容のプログラムを選択して学べます。

渫燒鰺魏鼈軋琶靡冬鑓

鸞講習会を計画する

け電話による相談 (講習希望日の2か月前までに)後

救急法等申込書の提出

埒講師派遣の回答 (提出後10日以内に連絡します。)

倅講師派遣依頼文書を市町村担当窓ロヘ提出

眸資材などを電話で打合せ

倅講習会実施

※詳しい方法はホームページをこ覧<ださい。

地区分区と共催による講習を

開催します。(開催費用は無料)

金色有功章を受章された企業

様を対象に、赤十字講習を受講

するきつかけを提案します。

各講習の指導が行える指導員

の養成講習も開催します。
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幼稚園、保育所、小。中。高等学校、特別支援学校等の中に組

織されており、学校・幼稚園の先生や保育所の保育士が指導者

となり、「気づき。考え。実行する」という生きる力を養つてい

ます。世界的な組織のため、国内の学校やメンバー間はもちろ

ら

ん、姉妹社の青少年赤十字メンバー同士の交

流も盛んに行われています。

親子で学ぶ防災教室    奈良県支部では、夏休みに青少年赤十字指
導者協議会と協働して「親子で学ぶ防災教室」

を開催し、災害を想定したシミュレーションを通して、災害を自

分のこととして捉えることで想像力を養つています。また、メンバ

ーのリーダーシップを育成するための青少年赤十字リーダーシッ

プトレーニングセンターも開催しています。

奈良県内では、現在132校 。合計約34,000人が青少年赤十字に

加盟しており、青少年赤十字の普及や、加盟校での救急法や防災

教育の促進を行います。 小学校での防災講習

豊かな人間性と看護に関する幅広い能力と、災害救護の専門

矢0識を兼ね備え、国内外を問わず、広く社会に貢献できる看護師

を養成するため、京都第二赤十字看護専門学校に

委託しています。

また、赤十字看護学生には、奨学金制度を設け

ています。
京都第二赤十字看護専門学校の

授業の様子

血液センターでは、県内各地で献血をお願いし、24時間体制
で安全な血液を安定的に医療機関へお届けしています。

また、将来の献血を支える若年層への啓発として、献血セミ

ナーや学校献血に取り組んでいます°       ||‐‐令和:=1・
=
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1回の
献血量

600mL以下
(循環血液量の12%以内) 400mL 200mL
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奈良県赤十字血液センター

大和郡山市筒井町600-1

TEL 0743-56-6100

献f[予 約専用フリーダ/ヤル
LE』 0120-566‐ 245

近鉄奈良駅ビル献血ルーム

奈良再東向甲町28(奈 良近鉄ヒ|16階 )
TEL 0742‐ 22‐ 2・ 22

献血予約専用フリータイャル

LE」 0120-397-722

兌

※65歳以上の方の献血は、60～64歳の間に献血経験がある方に限ります。

近鉄奈良駅ビル献血ルーム

」]L液事業 ～献凛:こご協力を1～
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年齢や性別を問わず、災害救護や献血の推進、講習会の普及や赤十字事業の推進を

はじめ、地域社会のニーズに応じた幅広い活動に積極的に参加・協力しています。

奈良県支部では、赤十字ボランティアの自主性を尊重し、地域の二一ズに応えた

魅力ある活動を支援しています。

□貶鰈眈予輪螂鰺鰈

各市町村ことに組織された奉仕団で現在、県内で2,548名の方が地域

奉仕団として活動しており、地域の身近なニーズや課題に取り組んでい

ます。全体の取組みとして、地区委員会や研修会の開催、八ンセン病施

設訪問 (岡山県)などを行つています。また、地域活動では、防災訓練
への参加、モデル奉仕団活動、献血協力の呼びかけ、クリーンアップな

らキヤンペーンヘの参加、海外たすけあいの募金活動と受付協力などの

活動のほか、老人ホームでの交流会や地域での清掃活動などに取り組ん

でいます。

奈良県支部では、地域奉仕団員の知識や技術を身につけるための研

修や、地域奉仕団と特殊奉仕団の交流を深めるための奉仕団交流会を開

催します。また、積極的な奉仕団の活動を支援するため「地域赤十字

奉仕団活動促進助成金」を交付し、赤十字活動に対する県民の理解を

深め、健康で安心に暮らせる共同社会を構築するための奉仕団活動を

支援しています。

地域赤十字奉仕団研修会

八ンセン病施設訪問
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赤十字指導員資格を

有し、健康で安全に暮

らせるための知識や技

術を伝える講習を普及

しています。
総 会

諄筆11::||:|111 1｀ 1‐・班構1111:|:

無線技士の資格を活

かし、災害時の情報収

集や伝達を担うため、

通信訓練や救護活動を

行つています。
無線通信訓練
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勤労青年や大学生で組織

され、献血の呼びかけや青

少年赤十字のサポートなど

を行つています。

看護師の資格を有し、

公共性の高い行事への

臨時救護などの活動を

1行つています。
近畿大学農学部赤十字奉仕団
街頭募金活動 奈良マラソジでの救護
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青少年赤十字の指導

に当たつていた先生で

組織され、青少年赤十

字を支えています。

|1繊機 :|:|1織 |1糠 1書 illll 1111 11111 11,
災害発生時に、奈良

県支部が行う救護活動

や被災者支援のための

活動を行つています。

瞳 躁 鰺 哩 轍

青少年赤十字リーダーシップ
トレーニングセンターでの指導 救援物資の搬送

鸞鵞十字ボランティアメンパーを壊籟して機ます !:☆ (之纏鐘 :祭農県賣郡 G74鐵―綴 -5066)
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①国の表彰

最 重

墨ヨ あたたかいこ支援

よろしくお願いいたします。
だくか、ホームページをこ覧ください。

ネ土ittil又入 (地区分区(市町村)及び支部を通じた個人、法人からの会費、寄付金等)

補助金及び交付 金収 入 (日本赤十字社本社からの交付金)

資産収入 (支部災害救援車売却)

繰越金収 入 (特別退職金準備金積立金廃上による繰入)

雑[」又入 (講師派遣収入、講習用教材費収入等)

前年度繰越金

収入合計

継
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2,796,293

0

1,735,253

2,324,609
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金融機関

郵便局 00950-9‐ 105293

南都銀行南支店 普通預金No0442508 日本赤十字社奈良県支部

JAならけん 普通預金No0009950

支部長表彰状

支部長感謝状

活動資金として、一時または累計で

10万円以上を納められた個人・法人

銀色有功章
活動資金として、一時または累計で

20万円以上を納められた個人・法人

金色有功章
活動資金として、一時または累計で

50万円以上を納められた個人・法人

日本赤十字社感謝状
金色有功章受章後、更に活動資金とし

て50万円以上を納められた個人・法人

厚生労働大臣感謝状

活動資金として、一時または同一年度

内に累計で 100万 円以上を納められた
個人・300万 円以上を納められた法人

紺綬褒章

収入の部 予算額 (円 )

社資収入 167,000,000

補助金及び交付金収入 3,972,000

繰入金収入 32,000,000

資産収入 100,000

雑収入 4,928,000

前年度繰越金 25,000,000

収入合計

災害救護事業費

233,000,000

71,000,000

社会活動費 40,000,000

国際活動費 1,100,000

指定事業地方振興費 3,000,000

地区分区交付金支出 16,800,000

社業振興費 37,000,000

積立金支出 5,700,000

総務管理費 30,000,000

資産取得及び資産管理費 1,550,000

本社送納金支出 23,850,000

予備費 3,000,000

支出合計 233,000,000

決算額

災害:求女:震辱署蔦費 (災害に備えた救護装備、救援物資整備費、医療救護訓練費、救護看護師養成費等)  22,740,680

ネ土会:)舌 :動費 (救急法等講習普及費、奉仕団及び青少年赤十字育成費、血液事業普及費) 23,383,601

1,356,163

5,315,000

国際活動費 伏 ングラデシユ保健医療支援事業)

指定事業地方振興費躾害救護資機材整備費)

地区分区交付金支出 (地区分区(市町村)における赤十字活動費)

ネ土姜篭振 ,製費  (赤十字思想の普及啓発費、会費.謝詮募集、会員管理費、奈良県赤十字大会開催費)

9,807,075

40,123,978

基盤整備交付金・補助金支出 (血液センター施設整備費)

積 :立1金支:出 帳 害等資金積立金、退職給与資金特別会計積立金)

300,000

5,258,976

22,688,668

1,133,545

23,170,413本社送納金支出 (日本赤十字社本社への送納金)

総務管理費 (支部の事業管理運営費)

資産取得及び資産管理費 (施設管理費)

155,278,099支出合計

次期繰越金 57,577,145

決算額 (円 )

162,784,425

遷
難

難

嚢菫壼套

撃璽雪冒署暇懸

赤十字活動資金にこ協力をお願いします

活動資金へのこ協力方法

0日本赤十字社の表彰

項  目 表彰基準

活動資金として、一時または分納の累

計で、500万円以上を納められた個人・

1,000万円以上を納められた法人

|・ ._|‐ |‐ ‐.

収入の部 予算額 (円 )


